
SIOS（ Free版）

利用マニュアル



利用者の登録方法



① 入力フォームを表示させる。



②情報を入力して、追加。
＊情報の修正、加筆は鉛筆ボタンから行える。



＊名前アイコンから、入力情報の確認ができる。



① 入力フォームを表示させる。



②情報を入力して、追加。
＊情報の修正、加筆は鉛筆ボタンから行える。



＊名前アイコンから、入力情報の確認ができる。



入力・閲覧の基本操作



①入力、閲覧したい利用者名をクリック。
もしくは、利用者名で絞り込み、から検索も可能。



②SIOSを新規で入力する時は、＋SIOS新規作成ボタンをクリック。

入力データに加筆をしたい時は、入力データ一覧から日付をクリック。



① ②

④
⑤

⑥

評価結果の入力方法

①評価日を選択。
②評価者を入力。
③過去の評価結果を表示させ、参考にする。
④回答に✓を入力。
⑤答え方に迷ったらQ&Aを表示。
⑥面談時に聞き取った情報を文章で記載。

③

＊タイトル欄の使い方は自由。「2~5番が未実施」
「要介護3から1に更新されたタイミング」などメモ欄としても活用できます。

＊



次の設問や前の設問に移動する

評価結果を保存する

直接入力・閲覧したい設問に移動
したい時は設問をクリック

Copyright ©Kaedenokaze group All Rights Reserved

＊保存しましたサインが出たこ
とを確認してから画面を閉じる。



SIOSアセスメントのポイント



SIOSアセスメントのポイント

その１：
設問を読み上げて質問していくことで、利用者に人生の過ごし方（通
所ケアサービスを利用せざるを得なくなる経過やお元気であったころ
のご活躍の様子）を具体的に語っていただき、目指すべき生活のイ
メージや目標を具体化させる。

その２：
利用者が抑圧された意志を表明する機会を得ると共に、自らが選択と
決定の主体であることを自覚できる。
サービスの目的の提示と合意をはかり、主体的なサービス利用と自立
支援を促進する。



SIOSを通して「人生の過ごし方のニーズ」を明確にする

質問例） 「家から一番近いお店といったらどこですか？」
「どのくらい離れていますか？」
「いつまで電車を使って出かけておられましたか？」
「なぜ行けなくなってしまったのですか？」
「もう一度バスに乗って出かけられるようになれば

行動範囲が広がるのではないですか？」

現状のできている、できていない、
の確認にとどめず、
いつまでできていたか、
なぜできなくなったか、
を質問し、
経過を利用者にお話しいただく。



質問例）「今はやっていなくても、以前はやっていたのではないですか？」
「なぜやめてしまったのですか？」
「続けられない理由がありましたか？」
「これから再開したいこと、挑戦したいことはありますか？」
「もう一度それに参加できからどんなに素敵でしょうね？！」

SIOSを通して「人生の過ごし方のニーズ」を明確にする



どうしたら、この設問の点数があがっていくだろうか？
利用者と共に考える。

利用者自身が活動的な生活を送っていると思えるようになることが
通所ケアサービスの目的

SIOSを通して「通所ケアサービスの目的」を明確にする

「家に閉じこもっているのは好きではない。でも今は何もできないので、
何かをしたいと思わないように敢えてしている。」

【抑圧された意思の表明】



SIOSを通して「通所ケアサービスの目的」を明確にする

「電話のダイヤルを回せないため、
知人に連絡をするにも妻にかけてもらわないといけない。」

「投票も目が悪くなってから行けていない。」
視覚障害者への支援や福祉用具の存在を知らない。

【抑圧された意思の表明】

どうしたら、この設問の点数があがっていくだろうか？
利用者と共に考える。

利用者が必要としている情報提供や環境調整を行うことも
通所ケアサービスの目的



「あれがしたい、これがしたい、と気兼ねなく思え、
それを実現できる生活であるよう、

私たちは支援します。」

サービス
の目的

【1年後】
・家族が自分で電話をかけられるような電話を設置してくれた。
春になったらゲートボールの仲間に電話をしてみたい。

・代筆をしてもらえる支援があることが分かり、選挙で投票ができた。
・自分の希望によく応えてもらっていると感じている。


